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１
月
会
議
が
１
月
16
日
に
開
会

し
、
議
案
１
件
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
（
第
４
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
１

　

６
８
万
円
の
増
額

 

（
主
な
も
の
）

　

・
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金

　

等　

１
６
１
５
６
万
円

　

・
特
定
目
的
基
金
積
立
金
（
土

　

地
売
払
収
入
）
８
０
０
０
万
円

　

３
月
会
議
が
３
月
５
日
か
ら
11

日
ま
で
開
会
し
、
令
和
８
年
度
の

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企

業
会
計
を
含
め
た
総
額
１
２
３
億

７
６
５
１
万
円
の
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
し
、
審
議
の
結
果
、
全
て
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
議
案
に
つ
い
て
は
、
条
例

の
制
定
及
び
改
正
等
13
件
、
補
正

予
算
６
件
、
そ
の
他
議
案
２
件
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
、
議
員
提
案

の
意
見
書
１
件
が
否
決
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
１
名
の
議
員
が
町
行
政

へ
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

○
洞
爺
湖
町
乳
児
等
通
園
支
援
事

　

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

　

基
準
を
定
め
る
条
例

○
洞
爺
湖
町
特
定
乳
児
等
通
園
支

　

援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例

○
洞
爺
湖
町
学
校
給
食
の
実
施
及

　

び
学
校
給
食
費
の
管
理
に
関
す

　

る
条
例

○
洞
爺
湖
町
職
員
の
給
与
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
改
正

○
洞
爺
湖
町
職
員
の
旅
費
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
改
正

○
洞
爺
湖
町
国
民
健
康
保
険
税
条

　

例
の
一
部
改
正

○
洞
爺
湖
町
特
定
教
育
・
保
育
施

　

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

　

の
利
用
者
負
担
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
改
正

○
洞
爺
湖
町
特
定
教
育
・
保
育
施

　

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

　

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
の
一
部
改
正

○
洞
爺
湖
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

　

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

　

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

○
洞
爺
湖
町
放
課
後
児
童
健
全
育

　

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

　

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

　

部
改
正

○
洞
爺
湖
町
介
護
保
険
条
例
の
一

　

部
改
正

○
洞
爺
湖
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
の
職
員
等
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

○
洞
爺
湖
町
体
育
施
設
条
例
の
一

　

部
改
正

○
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る

　

協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定

○
洞
爺
湖
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

　

展
市
町
村
計
画
の
策
定

○
一
般
会
計
（
第
６
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
９
９

　

３
万
円
の
減
額

 

（
主
な
も
の
）

　

・
財
政
調
整
基
金
等
積
立
金　

　

１
３
５
５
２
万
円

　

・
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
負
担
金

　

△
５
２
０
０
万
円

　

・
老
人
福
祉
施
設
入
所
措
置
費

　

扶
助　

△
１
４
０
０
万
円

　

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　

△
１
０
６
３
万
円

　

・
清
水
集
会
所
外
１
件 

解
体

　

工
事
費　

△
２
１
３
７
万
円

　

・(

仮
称)

あ
ぶ
た
保
育
所
新

　

築
工
事
等　

△
３
０
３
３
万
円

　

・
除
雪
業
務
委
託
料　

６
７
１

　

０
万
円

　

・
高
砂
団
地
２
号
棟
改
修
工
事

　

外
１
件　

△
２
９
１
３
万
円

　

・
他 

各
事
業
費
確
定
に
伴
う

　

減
額
補
正
な
ど

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

　

３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
８

　

９
万
円
の
減
額

（
主
な
も
の
）

　

・
療
養
給
付
費　

△
２
５
０
０

　

万
円

　

・
高
額
療
養
費　

４
０
０
万
円

○
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
３

　

号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
３

　

９
万
円
の
減
額

　

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費　

　

△
７
０
０
０
万
円

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　

　

（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
７
６

　

万
円
の
増
額

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

納
付
金　

７
７
５
万
円

○
水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）

（
資
本
的
支
出
）

　

・
資
産
購
入
費　

47
万
円

○
公
共
下
水
道
事
業
会
計
（
第
３

　

号
）

（
収
益
的
支
出
）

・
減
価
償
却
費
等　

２
７
６
万
円

・
予
備
費　

65
万
円

（
資
本
的
支
出
）

・
建
設
改
良
費　

△
２
８
０
０
万

円○
非
核
三
原
則
の
堅
持
と
法
制
化

　

を
求
め
る
意
見
書 (

案)

　

（
否
決
）

令
和
８
年

１
月
会
議

令
和
８
年

３
月
会
議

【
主
な
議
案
の
審
議
内
容
】

補　

正　

予　

算

【
主
な
議
案
の
審
議
内
容
】

条　

例　

制　

定

条　

例　

改　

正

そ
の
他

議

案

補　

正　

予　

算

意　
　

見　
　

書



　
　

虻
田
地
区
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

　
　

ッ
ト
の
閉
店
に
伴
い
町
と
し

て
把
握
し
て
い
た
の
か
、
町
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
が
あ
っ
た

の
か
伺
う
。

　
　

閉
店
に
関
す
る
情
報
を
確
認

　
　

し
た
の
は
２
月
４
日
。
６
日

に
商
工
会
長
と
町
長
が
同
社
代
表

を
訪
問
し
、
閉
店
の
意
向
に
つ
い

て
正
式
に
確
認
し
ま
し
た
。
町
民

か
ら
問
い
合
わ
せ
は
現
時
点
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

買
い
物
弱
者
支
援
に
つ
い
て

　
　

現
状
で
の
取
り
組
み
状
況
を

伺
う
。

　
　

地
域
公
共
交
通
と
し
て
の
役

　
　

割
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

ま
ず
は
町
バ
ス
等
の
ル
ー
ト
変
更

と
か
、
時
刻
表
の
見
直
し
な
ど
も

含
め
て
、
現
在
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

福
祉
面
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
手

助
け
隊
事
業
を
通
じ
て
支
援
に
当

た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
と

し
て
は
、
今
後
と
も
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
現
行
の

効
果
的
な
取
組
を
継
続
支
援
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
を

要
す
る
方
々
に
確
実
に
支
援
が
行

き
届
く
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
自
衛
隊
へ
の
名

　
　

簿
提
供
の
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。 

　
　

令
和
８
年
度
の
部
分
に
つ
い

　
　

て
、
こ
れ
か
ら
提
供
に
つ
い

て
の
照
会
が
あ
る
も
の
で
回
答
期

限
は
４
月
下
旬
頃
を
期
限
と
伺
っ

て
い
ま
す
。

　
　

今
年
度
の
名
簿
提
供
に
関
わ

　
　

っ
て
具
体
的
な
方
策
と
周
知

方
法
と
そ
の
改
善
に
つ
い
て
伺
う

　
　

除
外
申
請
の
受
付
は
こ
れ
ま

　
　

で
同
様
の
周
知
方
法
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　

名
簿
提
供
に
関
わ
っ
て
個
人

　
　

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る

権
利
に
つ
い
て
町
長
の
認
識
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
と
個

　
　

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う

認
識
は
、
令
和
７
年
３
月
に
お
い

て
答
弁
し
て
い
る
通
り
で
す
。
法

令
に
基
づ
く
適
正
な
情
報
提
供
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
に

　
　

向
け
た
洞
爺
湖
町
の
取
組
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
状
に
お
い
て
体
系
的
な
事

　
　

業
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が

各
分
野
に
お
い
て
事
業
者
や
管
理

団
体
等
が
主
体
と
な
っ
て
、
就
労

や
生
活
に
必
要
な
支
援
が
行
わ
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す

町
内
事
業
者
が
受
け
入
れ
て
い
る

事
例
に
お
い
て
、
地
域
の
行
事
に

参
加
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
と
の

交
流
が
図
ら
れ
て
い
る
と
承
知
を

し
て
お
り
、
一
定
程
度
、
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
の
関
わ
り
が
見

ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　

多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
た

　
　

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

　
　

近
年
の
深
刻
な
人
口
減
少
、

　
　

少
子
高
齢
化
が
伴
い
、
外
国

人
の
受
け
入
れ
が
増
え
つ
つ
あ
る

と
い
う
状
況
は
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
、
当
町
の
所
管
、
担
当
課
並
び

に
関
係
課
、
こ
れ
を
連
携
し
て
多

文
化
共
生
社
会
の
推
進
に
努
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
に
お
い
て

も
国
の
動
向
に
注
視
し
、
地
域
住

民
と
外
国
人
が
と
も
に
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

洞爺湖町に住むすべての人が

安心して暮らせる町づくりを！

洞爺湖町に住むすべての人が

安心して暮らせる町づくりを！

買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
に

つ
い
て

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進

に
つ
い
て



●
調
査
事
項
１

　

洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会
の
現
況

と
課
題
に
つ
い
て

●
調
査
結
果

　

洞
爺
湖
温
泉
の
宿
泊
客
数
は
、

令
和
6
年
度
62
万
5
千
人
、
令
和

7
年
度
12
月
末
現
在
で
約
48
万
人

を
超
え
、
前
年
度
12
月
末
比
で

98
・
5
％
、
内
外
国
人
に
つ
い
て

は
25
万
人
を
超
え
、
そ
の
比
率
は

約
52
％
と
な
っ
て
い
る
。
宿
泊
客

数
は
増
加
傾
向
で
あ
る
が
、
近
年

の
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
な
ど
多

く
の
課
題
も
残
し
て
い
る
。

　

洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会
で
は
、

観
光
庁
の
補
助
金
を
活
用
し
た
各

種
の
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
夜

の
洞
爺
湖
中
島
で
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
・
プ
レ
ミ
ア
ム
デ
ィ
ナ
ー
・
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
花
火
を
体
験
で
き
る

商
品
の
販
売
や
2
月
の
10
日
間
、

音
楽
と
花
火
を
融
合
し
た
冬
花
火

を
開
催
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
花

火
玉
を
一
部
使
用
す
る
な
ど
、
持

続
可
能
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
町
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
対
策
補
助
金
に
よ
り
防
犯

カ
メ
ラ
及
び
注
意
喚
起
看
板
を
設

置
し
、
安
心
・
安
全
な
観
光
地
の

形
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会
が
計
画

し
て
い
る
ロ
ン
グ
ラ
ン
花
火
大

会
・
マ
ン
ガ
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
タ
・

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
・
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
「
洞
爺
湖
温
泉
感
謝

券
」
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
・
札
幌
大
型
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
よ
る
「
深
夜
特
別
便
」
の
バ
ス

の
運
行
な
ど
、
こ
れ
ら
の
事
業
の

実
施
に
お
い
て
は
、
今
後
の
観
光

産
業
の
振
興
を
図
る
上
で
も
重
要

な
取
り
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
行
政
に
お
け
る
積
極
的
な

支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
「
入
湯
税
」
や
「
宿
泊

税
」
に
つ
い
て
は
、
観
光
産
業
の

発
展
に
資
す
る
重
要
な
財
源
と
し

て
、
使
途
を
明
確
化
に
し
た
中
で

地
域
の
実
情
や
課
題
に
即
し
た
実

効
性
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
具

体
的
な
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

●
調
査
事
項
２

　

洞
爺
湖
町
商
工
会
の
現
況
と
課

題
に
つ
い
て

●
調
査
結
果

　

現
会
員
数
は
、
令
和
8
年
1
月

1
日
現
在
3
0
2
名(

前
年
度
比

3
名
減)

、
令
和
7
年
12
月
末
ま

で
の
会
員
加
入
者
数
9
名
、
脱
会

者
12
名
、
令
和
7
年
度
の
予
算
総

額
に
つ
い
て
は
、
8
3
5
4
万
円

（
内
道
補
助
金
2
3
7
5
万
円
・

町
補
助
金
3
5
7
7
万
円
）
と
な

っ
て
い
る
。

　

洞
爺
湖
町
商
工
会
の
主
な
取
り

組
み
と
し
て
「
住
宅
等
リ
フ
ォ
ー

ム
・
住
環
境
整
備
支
援
事
業
」
の

継
続
実
施
に
よ
り
、
令
和
7
年
度

は
77
件
の
申
請
（
前
年
度
比
26
件

減
）
を
受
理
、
「
と
う
や
コ
イ

ン
」
の
発
行
実
績
は
7
3
5
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
う
工

事
金
額
に
つ
い
て
は
、
全
体
で
約

1
億
4
2
7
万
円
と
な
り
、
1
件

当
た
り
の
平
均
額
は
約
1
3
5
万

円
（
前
年
度
平
均
、
約
1
1
5
万

円
）
と
な
っ
た
。
そ
の
要
因
に
つ

い
て
は
、
資
材
価
格
高
騰
の
影
響

に
よ
る
も
の
と
分
析
さ
れ
て
い
る

　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
融
資
利
子
補
給
事
業
」
は

59
件(

前
年
度
比
3
名
減)

、
利
子

補
給
額
と
し
て
約
3
9
0
万
円
の

実
績
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
8
月
上
旬
「
に

ぎ
わ
い
ま
つ
り
２
０
２
５
＆
ビ
ア

ー
ガ
ー
デ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
11

件
の
出
店
に
よ
り
約
2
0
0
0
人

が
来
場
。
ま
た
、
町
の
玄
関
口
で

あ
る
「
洞
爺
駅
前
」
で
は
、
12
月

上
旬
か
ら
2
月
末
ま
で
「
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
ン
ネ
ル
」
が
点
灯

さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
等
に
喜
ば

れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
会
か
ら
の
要
望
事

項
に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
に
対

応
し
た
支
援
、
「
と
う
や
コ
イ

ン
」
等
町
内
経
済
対
策
事
業
の
継

続
、
移
住
・
定
住
の
助
成
金
制
度

の
強
化
、
マ
ル
経
融
資
利
子
補
給

制
度
の
新
設
、
洞
爺
湖
温
泉
地
区

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
継
続
拡

大
、
新
規
創
業
者
の
事
業
補
助
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
推
進
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

商
工
会
に
お
い
て
も
、
事
業
継

承
や
資
金
の
確
保
、
経
営
の
効
率

化
な
ど
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
多
く
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
が
、
独
自
資
金
で
の

展
開
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
行
政

の
積
極
的
支
援
が
事
業
の
前
提
条

件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
要
望

経
済
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

調
査
日

　

令
和
８
年
２
月
17
日(

火)



に
際
し
、
慎
重
に
検
討
し
つ
つ
多

く
の
項
目
で
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
と
思
わ
れ
る
。

●
調
査
事
項
３

　
い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
業
協
同
組
合

の
現
況
と
課
題
に
つ
い
て

●
調
査
結
果

　

令
和
7
年
4
月
1
日
現
在
の
虻

田
地
区
の
組
合
員
数
は
41
名
と
な

っ
て
い
る
。
令
和
6
年
度
の
虻
田

地
区
の
水
揚
量
は
、
鮮
魚
類
で

36
・
4
t(

前
年
比
1
・
8
t
減)

貝
類
等
が
2
7
5
7
・
1
t

(

前
年
比
3
4
5
t
減)

ま
た
、
水

揚
金
額
に
つ
い
て
は
、
鮮
魚
類
で

5
2
8
7
万
円(

前
年
比
7
8
1

万
円
増)

、
貝
類
等
で
12
億
６
０

５
４
万
円(

前
年
比
7
億
５
１
３

２
万
円
増)

と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
要
因
と
し
て
は
、
養
殖
ホ
タ
テ

の
取
引
単
価
が
例
年
よ
り
大
幅
に

上
が
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
今

後
も
引
き
続
き
ホ
タ
テ
の
価
格
帯

が
維
持
継
続
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

　

虻
田
地
区
ホ
タ
テ
養
殖
事
業
は

ホ
タ
テ
貝
の
へ
い
死
に
よ
る
水
揚

げ
量
の
減
少
や
、
今
後
長
期
に
わ

た
る
貝
毒
の
影
響
等
に
よ
る
価
格

の
低
下
な
ど
、
将
来
の
漁
業
に
大

き
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、
人
件
費
や
流
通
経
費
、
諸

資
材
料
費
や
燃
料
費
の
高
騰
、
雑

物
処
理
、
漁
業
従
事
者
の
高
齢
化

に
よ
る
人
手
不
足
な
ど
の
諸
課
題

の
将
来
的
な
対
策
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
様
々
な
行
政
支
援
を
含
め

た
検
討
を
図
ら
れ
た
い
。

・令和８年　６月会議　令和８年６月��日から
　　　　　　９月会議　令和８年９月��日から
　　　　　　12月会議　令和８年��月��日から
・令和９年　３月会議　令和９年３月５日から
　　　　　　　　　　　　　　　　　開催予定です。

　YouTube（ユーチューブ）による配信を行っております。議
会中継終了後も視聴が可能となっております。また、洞爺総合
センターでも議会中継をご覧いただけます。

来年３月までの定例日

議会中継について



　

３
月
本
会
議
よ
り
︑
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
P
C
等
の
電
子
媒

体
を
活
用
し
︑
議
案
等
資
料

の
﹁
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
﹂
の

取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
︑
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

議
会
の
動
き

本
会
議
に
お
け
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の

活
用
に
つ
い
て

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

令
和
８
年
５
月
８
日
発
行

編
集
・
発
行
／
洞
爺
湖
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

電
話
7
6-

2
1
2
1
・
直
通
７
４ - 

３
０
1
１  

印
刷  

文
栄
堂
印
刷

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

　

３
月
に
開
会
さ
れ
る
議
会
は
４

月
以
降
の
新
年
度
予
算
を
審
議
す

る
大
事
な
議
会
で
す
︒
ま
た
︑
４

月
に
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と

か
ら
︑
町
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

予
算
に
限
定
さ
れ
る
骨
格
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
︒
選
挙
後
に
︑
新

た
に
政
策
的
予
算
が
提
案
さ
れ
６

月
会
議
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
︑
令
和
８
年
度
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
︒
内
容
は
議

会
だ
よ
り
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
が
︑
現
場
で
確
認
す
る

た
め
に
も
議
会
の
傍
聴
を
お
す
す

め
し
ま
す
︒

　

是
非
︑
お
越
し
く
だ
さ
い
︒
お

待
ち
し
て
い
ま
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   (

五
十
嵐)

２
月

　

��
日　

議
会
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

　

��
日　

議
会
Ｄ
Ｘ
推
進
会
議

　

��
日　

経
済
常
任
委
員
会

　

��
日　

総
務
常
任
委
員
会

　

��
日　

会
派
代
表
者
会
議

　

��
日　

例
月
出
納
検
査

　

��
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

３
月

　

５
日
～
��
日 

　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
会
議

　

５
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

９
日
～
��
日

　
　
　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

��
日　

例
月
出
納
検
査

４
月

　

��
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

��
日　

令
和
８
年
４
月
会
議

　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

　

��
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

��
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　
　

議
会
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
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